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はじめに
これから行なおうとする作業はヴォルテールの作品の構造を眺めることによ
って彼自身の構造を垣間見ようというささやかな試みである。これは小説、戯
曲、詩、歴史書、辞典、科学論文その他すべての作品について、総合的にでな
く、ジャンル別に少しづつ方法を変え、部分的に行うつもりである。ただ、こ
れは部分部分で取組れろが最終で求められるべき全体をいつも意識して浮び上
らせつつ進行して行き（戯曲を除いて）同じような結論を出していくだろうと
確信している。ヴォルテールについて矛盾体であるとかカオスであるとか言わ
れることは正しい。けれども、このマグマを統合する彼自身の内的構造はたっ
たひとつだろうと私達はひそかに考えるものである。それを何とか見てみたい
とするのがこの試論の目的である。
第一部小説をめぐって
ヴォルテールの小説は調刺作品の古典として取扱かわれることが多く、従っ
て調刺の対象が今日的でなくなった現代ではほとんど顧られることがなくなっ
てしまった。同時代のイギリスの「ガリヴァ旅行記」などのように筋そのもの
が、調刺から独立しても、おもしろいということも少ないヴォルテールの小説
は今日読者の関心を引かなくなっている。けれども私達はそのことをもって彼
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の二十数篇の小説を葬ってしまう訳にはいかない。では十八世紀にもどって時
代考証をしながらその識刺の対象を究めていくのか。そういうことも可能だが
私達が行なうのは、そうでなくひとつの生命体としての、ヴォルテールがそこ
に息づいた、小説というものを発見することなのである。これは多分時代を超
えた作業といってよいだろう。そして、そこにひとりの人間を浮び上らせ、そ
れが私達に何かを語りかけている、ということを見ていきたいとも思う。私達
はまづ、彼の小説群中、軸と思われる小説『カンディド』と『四十エキュの男』
の二篇を論じ、つづいて残りの小説について考えていきたいと思っている。
１『カンディド』
主人公カンディドはウェストファリアの城主の姉の私生児であって姫のキュ
ネゴンドとの恋を砦められ城を追われる。ここから彼の放浪が始る。その坊樫
する国や町は、ヴァルドベルグホフ・トラルブク・ディクドルフ、アルパ人の
村、ブルガリアの村、オランダ、リスボン、アヴァセーナ村、ルセナ、シラ
ス、レブリクサ、カディス、ブエノスアイレス、パラグワイ、オレイヨンの
国、エルドラド、スリナム、ボルドー、パリ、ディエップ、ポーッマス、ヴェ
ネチア、コンスタンチノーブルである。結局幾多の波潤万丈に満ちた曲折の
末、二人は結ばれる。
この放浪は主人公の身の回りの事件と、あるいは同時に起り、あるいは原因
となり、あるいは結果となって、互いに複雑にかつ目まぐるしく絡りあって進
行していく。さらにこの小説中の主たる登場人物、キュネゴンド、パングロ
ス、キュネゴンドの兄等も同じように変転に身を晒し、彼ら同士も離別をくり
かえしていく。とりわけキュネゴンドと同道する老婆の遍歴物語（小説中の一
挿話となって、第十一章、第十二章を占める）にはすさまじいものがある。こ
れは当時のヴォルテールの悲観的な世界観と見てよい。主人公と共に、息つく
間もない流転につき合される私達はその流転のまわりに幾重にも又別の流転が
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組み込まれ、たえずそれらが主流へ注ぎ込んで来るのを見る。カンディドの動・
き方と落ちつき先をさらによくながめてみよう。
カンディドがエルドラドに一月ほどしか滞在せず、あわただしく出立してい
く箇処は、小説『カンディド』の中で特に私達の注意をひく。
「君、もう一度言うが僕の生れた城は今、我々のいる国には及ばない。しかし要する
にここにはキュネゴンド嬢がいない。〔…〕。もし我々がここに滞在しつづけても他の
人々と同じようであるだけだ。〔…〕｣ﾕ）
楽園の象徴としてのトウンダーテントロンク城を堕罪により追われたカンディ
ドは失楽の苦汁をいやというほどなめざせられ漂泊を余儀なくさせられていた
にもかかわらず、やはり第二の楽園と思われるエルドラドヘたどり着いても一
月以上はじっとしていられなかった。彼を旅へ駆り立てるものは恋人キュネゴ
ンド嬢との再会の夢である。一体カンディドにとってキュネゴンドとは何なの
であるか。
「僕は本当にキュネゴンド嬢を愛しています｣2）
カンデイドは〔…〕決してキユネゴンド嬢を忘れることがなかった3)。
鮮尹の中の真珠､神の創りたいた最高傑作､ｷｭﾈｺﾞﾝﾄﾞ嬢は一体どうなりま
こうやって別離を余儀なくされている恋人キュネゴンドのことをカンディドは
常に思い出し、気にし、あらゆる行動の動機としていく。実は小説の前半で、
カンディドは既に、敵軍の侵入により故国を迫われさまよいの身であった恋人
と再会をしているのである。にもかかわらず、二人はすぐに再び別れなくては
ならぬ｡それはカンディドが殺人犯として追われることになったからである｡5）
次の再会は終章のひとつ前、すなわち第二十九章である。この時に、「極めて
美くしい」キュネゴンド嬢は見るかげもない醜女となっていた。
やさしい恋人カンディドは、あの美<しかったキュネゴンド嬢が褐色に焼かれ、眼は
むけて、胸はガサガサになり、頬は雛だらけで、両腕は赤っぽく、さめはだになって
いるのを見て恐怖にとらわれて三歩後ずさりをしたの。
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しかし彼は「礼儀正しく、前へすすみ出た」のである。もっとも「心の底では
キュネゴンドと結婚したいなどとは全く思わなかった｣7）それでも彼はいきが
かり上結婚してしまうのである。もう一度キュネゴンド嬢の役割りのことが疑
問にのぼってくる。
この小説では､今見たように、キュネゴンド嬢とは、青年カンディドが求めつ
づけ、求めてはいつも逃し、そしてついに手に入れて見れば色槌せたむしろ醜
ブレーシユ
怪な女｣性でしかなかったのである。（キュネゴンド嬢は第一章ではfrafche(新
セーシュ鮮）であったが第二十九章ではseche（ひからびた）となっている｡）所で私
達はここで『カンディド』の副題が「最善律」であったことを思い出す必要が
ある。主人公カンディドは最善律の真疑を求める作業をさせられていたはずで
ある。とすると、この「求める」行為は正にキュネゴンド嬢を「求める」行為
に重り合うのである。言いかえれば、キュネゴンド嬢は、ある意味で「真理」
の象徴なのである。もちろん彼女自身が真理を内包しているというのでなく、
カンディドが求めつづけ、求めていつも逃し、そしてついに手に入れて見れば
色槌せた、どうしようもないものとしての、対人間への相対的位置のみを仮託
された真理なのである。
最善律を肯定する事例をプラス（＋）とし、否定する事例をマイナス（－）
とすると、この小説ではほとんど百箇処くらいのプラスとマイナスがあって、
それがほぼ交互に表われてくる。
＋其謨三薇し分ない｡すべてはうまくいっている｡すべては可能な限り最高にい
－「すべては幻と災厄でしかない｣9）
このような、断えまない正と負への運動は『カンディド』の遍歴讃としての特
質を一層色濃くさせるものであるが一体これは先に見たキュネゴンド嬢との最
後の避遁と同じ形式で納まっていくのか、そこをよく見てみたい。
〔…〕カンディドはマルタンとの会話を続けた。二人は＝週間ぶつ通しで議論した。
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そして二週間目になっても二人は－日目と同じところに居たﾕo)。
最善律は論じても事態を明らかにさせない。では彼らは永久に徒労を続けるの
か。旅の終り方を眺めてみよう。ほぼ終りに近い第二十五章にヴェネチアの貴
族ポコクランテという男が登場する。彼はその名が示すとうり奇妙なほど探求
心を失った男である。かつては全ての知識を我身に集めようとしたが、今では
まるで抜殼のように一切に好奇心を持たない。
遇五)、 しかし、結局、この二人の娘達もわたしを極めて退屈させるようになり出し
｢〔…〕、しかし､それら〔ラファエルの画〕はわたしを全く楽しませるでとがない｣12）
｢〔…〕、しかし、これ〔音楽〕も長くつづくと皆を疲れさす｣ﾕ3）
盤2iこ尭鮎工易鱗熟議x)のくりかえしはどれもこれ桐じようで〔…〕
第二十五章におけるポコクランテのせりふはその大方が自分で言い出して途中
で自分で「しかし」と否定をする形をとっている。この「しかし」によるニヒ
リステックな否定様相はそろそろ「カンディド』の最善律の真理追求が、完全
に消えたのではないが、弱められていくことの予告ととれる構造を私達に示し
ていると言える。一切の「しかし」の後に彼らはポコクランテの庭へおりてい
くのである。この「庭」をほめるカンディドに対して、ポコクランテは「こん
な悪趣味なものは見たことがない。ここには安物の飾りしかない。明日にでも
なればもっと品位のあるものを置かせよう」と答える。ここに唯一の小さな希
望、すなわち「明日の庭」が出現するだろうというもうひとつの予告が見られ
る。終章に行ってみよう。
ここではカンディド一行達はトルコ最高の哲学僧という人物にめぐり合う。
最善律についての、ほとんど最後の問いが発せられる。
「〔…〕この地上には恐ろしいほどの禍が存在しています」とカンデイドが言う。「禍
があろうと福があろうとそれがどうしたのだ」と回教僧は言う○〔…〕「ではどうすれ
ばいいのでしょう」とパングロスが聞く。「沈黙することだ」と僧は答える｡「実は因
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果について、出来得る限りの最善の世界について、禍の源について鈩魂の本質につい
て、又、予定調和について、いささか理非を究めたく思っていたのですが」とパング
ロスが言う。するとその回教僧はピシャリと戸を閉めてしまった｡15）
最善律問題の解決は拒否されたのである。かくてカンディドは結論を「わが庭
をたがやす｣ﾕ6)ことに求めざるを得なくなる。すなわち旧約聖書の創世紀どう
りのアダムに課せられた苦役にである。これは正確に言うと、「結論」ではな
い。「結論」は無いのである。あるのは「結論」を出すことの拒否の姿勢なの
である。言いかえれば「仮り」の結論への諦めである。あれだけの変転流浪の
旅のあげ〈カンディドが得たものは醜くなったキュネゴンド嬢と耕作という労
働を甘受するというひとつの態度なのである。しかしこの態度を保持するのは
むつかしい。いくら庭を耕しても又障害がたえまなく起るだろうカンディド達
の運命を思いやり、私達はかろうじて小休止したものの暗然たる気持にさせら
れる。その先に無限振動の遍歴を見ざるを得ないからである。ライプニツの弁
神論における最善律に対する批判はこの小説の構造の深いところではほとんど
問題にならない。
２『四十エキュの男』
私達はまづ『カンディド」に無解決ゆえに永久振動を持つ遍歴讃としての構
造を見た。「庭」は仮りの結論とみる。次にもうひとつ別の小説をとり出して、
そこにどのような構造を見ることが出来るか吟味してみたい。
『四十エキュの男』は表面上は出世讃である。年収が四十エキュしかない貧
農のアンドレ氏は租税が納められず投獄され、しばらく後、釈放され結婚し、
その知性を磨いていくという筋を持っているからである。しかしこの筋の奥に
実は本質的な構造がとらえられるはずなのである。一体この小説で何が、どの
ような形式で話題として取り上げられているのかを見るとき私達はひとつの構
造を発見することが出来るであろう。まづ、この小説で取り上げられた話題や
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言及されていくものを多い順にひろい上げてみようﾕ7)。
１.経済理論。２.哲学。３.カトリック僧の生活や修道院について。４.人間の条
件。５.国家と個人の関係。６.聖書批判。７.重農主義。８.宗教者と経済生活。９．
読書と知性。１０.宗教寛容。１１.農業生活。１２.経済と人間性。１３.歴史。１４.人
間論。１５.理想国家。１６.裁判制度。１７.刑罰。１８.経済生活。１９.キリスト教。
２０神と霊魂。２１.戦争論。２２.政治権力。２３.革命。２４.幾何学。２５.狂信。２６．
裁判事例。２７.政府。２８.自由。
この二十八の話題は、小説にたまたま出て来たものをひろい出したのではな
く、主として話題になっているもののみである。注釈17に述べたような方法で
いくとこの小説全体の七十二パーセントはこの二十八の話題のいづれかで占め
られている。残りの二十八パーセントは百五十一の別々の話題に分散してい
る｡(尚一位の経済理論は少なく共、四十回以上話題になっている｡)問題はこの
話題の多種多様さなのだ。この小説はもともとはケネーなどの重農主義一派の
租税体系を椰楡噸弄するために書かれたものであった。しかしその本来のテー
マからとめどもなく話題は多岐にわかれて脱線に脱線を重ねていく。「カンデ
ィド』における最善律批判がむしろ一本道でなくジグザグの旅をつくり上げた
ように、ここでは租税体系批判がいつの間にか聖書の話や化石の話題へ転じて
いく。一方文章の形式から見ると、一般叙述十箇処、対話形式四箇処、書簡形
式一箇処、手記形式一箇処、弁論形式一箇処と多種である。こういうたえまな
い、デヴィアシォン（逸脱、屈曲）は実は『カンディド』の登場人物の旅行に
表象された訪づれろ国の多さとその移動のし方と同質のものなのである。又、
結論は何もつけられぬまま－というより結論が見い出せないからこそ手をか
え品をかえ－話題は飛びはねていってしまう。
ひとつの話題から他の話題へと移っていくのは一切の会話の宿命なのであるﾕ8）
主人公アンドレ氏は日ごと知性を磨いていく。しかしこの発展は何かの絶対
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の一点に収束するものではないのである。彼は、実は、知識を増せば増すほど
悲しくなっていくと言う。
四十エキュの男：人間はその人生を希望に生き、希望しつつ死んでいく。先生、さよ
うなら。あなたは私に教えて下さいましたが私はとても悲しいので
す。
幾何学者：学問の結果よくそうなるものだ｡19）
トルコの高僧にカンディド達が真理のヴェールをはぐことを拒否されたごと
く、アンドレ氏も、知識をただごった煮のようにつめ込まれてその先が見えず
自失しているのである。それで、もし暫定的にでも、絶対価値を選ばねばなら
ぬとするとそれは「中程」でもとっておかねばならなくなる、という幾何学者
の忠告2o）は『カンディド』における庭への仮の収敏と完全にかさなりあう。
後にアンドレ氏がその夕食会を対立者同士の仲裁場所として提供するところは
その具体的表われである”)。又、「庭」について言えば、アンドレ氏こそ四エ
ーカーの土地を「耕す人」であったことを思い出しておく必要がある。
『四十エキュの男』は主人公が遍歴をしないにもかかわらず、その引込まれ
ていく話題の多種多様さのために、居ながらにしてひどい右往左往をさせられ
ている感じがあり、それは一種の無方向の振動に似ていて、どこまで行っても
終結を見ない。終章は「アンドレ氏宅での美味なる会食について」なのだがこ
こでも又うんざりするほど多岐に亘って話題が飛びかい、ここではっきり私達
はこの小説の書かれた目的を見失なう。どうにも収拾がつかなくなって来た
「この夜会は極めて美くしいシャンソンを参会者の内の一人が御婦人のために
歌っておひらきになった｣22)税金の主題はシャンソンで消えてしまう。四十エ
キュの男アンドレ氏を立てて重農主義者のル・メルシエ・ド・ラ・リヴィエー
ルを攻撃しはじめたはずのヴォルテールのいつの間にかめまいのするような落
つかない話題の変転にのめり込む姿にすぐれてこの作品の本質を見るのであ
る。その意味でこの作品に私達は『カンディド』と、外見上の大いなる相異に
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反して、極めて似た構造をあてはめ見ていいのではないかと思う。すなわち無
限振動の遍歴と無解決のそれである。
３二十四篇の小説
ヴォルテールは生涯に二十六篇の小説を書いた。これは今日「ロマンとコン
ト」という大題でまとめられているものである。先に私達がながめた『カンデ
ィド』と『四十エキェの男』も、もちろんその内の小説である。これから私達
はさらに残りの二十四篇を吟味する作業をし、そのひとつひとつの構造を設定
していきたい。（便宜上執筆年代順に取り上げていく２s)）
『プラトンの夢』24）
宇宙を創造したデミウルゴスは自分の配下にある神々にその細部を創らせ各
自の技個を試験しようとする。その内の一人デモゴルゴンは地球と呼ぶ星を創
ることになった。出来た作品について仲間の神々から批判の声がよせられる。
なるほど、かなりよく出来てはいるが、両極の寒さや砂漠の不毛さ、あるいは
人類と呼ぶ動物の理性の愚劣さなど問題が多すぎると地球上のありとあらゆる
悪と禍が並べたてられる。デモゴルゴンはその通りだとは思うが、それでも悪
と禍よりは善と福の方がこの星には勝っているはずだと反論する。そして批判
者たる神々自身の作品たる火星や木星なども吟味してみれば大したものでない
ことが判ってくる。たがいの批判の応酬が続き、終に最高神デミウルゴスが登
場して、神々に沈黙を求めてこう言う。「君達はまだ未熟ゆえ作品も不完全で
ある。それらの作品もやがて消滅し、又今より多少進歩した君達によってより
良く創りなおされるだろう。完全なものは私にしか出来ない」以上のような話
しをプラトンが弟子の前で語った。すると弟子の－人が彼に言った。「そこで
先生はお目覚めになったのですね」
私達がこの作品に見るのは最高神デミウルゴスが少なく共地球上の悪の存在
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について言えばそれに関知しない、という完全な「逃げ」である。つまり地球
上の善と悪の存在についての解明は絶対とかかわった時、初めて難題となるの
だがプラトンの説に託したこの神話的解釈は正面衝突をたくみにさけてしまっ
ている。解明へのおさえがたい欲求がありながら、それがどうしても手に入ら
ず仮の説で納めようとする。しかし最後にこれがプラトンの夢物語であると弟
子に言わせ、自らも覚めていく。ここに真理探求への正の方向と負の方向への
振動が見られ、解決は当然のことながら回避されている。
『ミクロメガス』25）
まづ、主人公であるシリウス星の貴人は失楽の形式を持って、生れ故郷を追
われ宇宙への放浪の旅に出ていることに注目したい。
彼は旅立った26）
そして、さまよい動く中にのみ生命のあるようなアジタシオン（動き＝不安）
を身につけた青年はそのことゆえに又、哲学者である。
何か分らない不安があって、それが君達は取るに足らぬものであると絶えず我々に警
告してくれる27）
彼はおそらくはてしなく遙かな先にある未知の世界にのみ希望をかけて漠然と
ではあるが、そこを目ざそうと試ているようである。
おそらくいつかは完壁な国へ到着するかも知れない28）
そのまだ見ぬ国へ到着するには永遠の時間生きてなお可能かどうか分らない｡
それほど遠いらしい予感はする。すると、このシリウス人の寿命は千五十万年
なのだが、これだけ生きても到達不可能かも知れない。「永遠に生きようと、
－日生きようとそれは精確に同じことなのだ｣29)という噸は、『カンディド』中
のトルコの高僧の「禍があろうと、福があろうとそれがどうしたのだ」という
答え方と同じ精神のパターンに属する。ではその場合に「沈黙あるのみ」なの
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ポンサンスか。そうである。良識ある人なら「覚悟を決めて創造主に感謝出来る｣８０)ので
ある。ここに支配している不可知的空気はこの小説の最後まで行き亘ってい
る。地球人はミクロメガス殿が残していってくれた「立派な哲学書」に事物の
真理を期待する。しかしこれを聞けてみたら、実は「この本、全くの白紙でし
かなかった｣3ﾕ)のである。ここにも真理解明を目前にして、戸をピシャと閉め
るトルコ僧の非情さと同じものがあり、読者は未解決という逃げを打たれて呆
然とするだけである。又、この「全く白紙」の本はカンディドの名前がラテン
語にさかのぼる時candidus即「白」であることと奇妙に重なる。この白は
永久に白のままなのである。もうひとつ、つけ加えるなら、ミクロメガス殿の
名前はミクロ（微小）とメガス（極大）という両極を合せ持った振動の総体と
言えるし、彼自身が「いつも多様性を見て来た｣32）人でもある。ここには遍
歴、多様そして未解決の構造がそっくり見られる。
『なるがままの世界』33）
罪多いペルシャの都ペルセポリスを破壊すべきかどうか調査する命を天界よ
りうけたスキチア人パプクはこの世で最も才知ある人間であるにもかかわら
ず、いづれとも決め難く「破壊」と「存続」の判断の間を幾度も揺れ動く。
「破壊すべき」をＤ、「存続すべき」をＰ、としてその揺れを見てみよう。
Ｄ「あ凶。ペルセポリスが破壊されるは当然だ」
Ｐ「ペルセポリスは破壊されるぺきでない｣84）
以下、Ｄ（ｐ７６)、Ｐ(p､７７)、Ｄ(p､７７)、Ｐ（p､７９)、Ｄ(pp80-82)、Ｐ(pp
84-87）となる。この常に等しい振幅を持った運動体は何時どこで停止をする
のか。パプクは天界に調査報告するにあたって玉石混清の材質で像を造って、
それを持参する。そして天使イチュリエルに言う。
「この美くしい像が全部、金とかダイヤモンドで出来ていないからと言って、あなた
はこれを破壊しますか｣85）
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すなわち彼の結論は「全てが良いとは言えぬにしても、全ては我｣慢出来る｣36）
というものである。これは明らかに仮の結論である。結果としては「存続」に
落付くのだが、それは消極的な理由からである。「庭を耕す」カンディドの落
付き方と同じ型なのである。与えられた命題に対して真正面から解答を出すこ
とが出来ないのである。この小説に私達は「振動」と「仮の結論」という構造
を見る。なお結論が仮であるというのは、後に1756年になって結論部分に数行
の加筆があって、それによれば、ペルセポリスが存続するのがおもしろくな
い、という印象を持つのも、もっともだ、という具合に多少まだ揺れ動いてい
ることからも充分に窺える37)。
『ザディッグ』38）
まづ、主人公の行動の軌跡を見よう。彼はヴォルテールの大方の小説の主人
公同様完全な人格を持った絶世の美男子ということになっている。その彼に恋
人がいたが、ふとした事で別れることになる。以下次の通りの道を辿る：
恋人と離別一隠棲一無実の罪で答刑一罰金一再逮捕一宰相となる－女王アス
タルテとの恋一王の嫉妬により追放一放浪の旅（バビロニア、エジプト〔殺人
事件一奴隷となる〕、アラビア〔焚刑一助命される〕、シリア〔国内を漂泊〕）
－アスタルテと再会一離別一帰国一出奔一隠者に同行〔旅〕－隠者と別れ再び
バビロンへ帰る－アスタルテと結婚、王となる。
ここに極めてはげしい幸運と不運の浮沈を伴った遍歴を認めることは容易であ
る。ことに主人公の旅はこの小説の副題「宿命」の真疑追求の.槐偲化によって
生じたものであることを指適したい。ザディッグ目身何故坊樫するのか分らな
いのである。
｢今までずっと何もかもが実に変な風に僕を弄んだ｣89）
その彼は真理の仮託されたと思われるアスタルテ女王をいつも求める。
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心の底ではアスタルテの運命を思う気持で一杯だった４０）
ザディッグはいつも不幸なアスタルテのことを思い…4ﾕ）
「アスタルテ女王はどうなりました｣42）
「おねがいです。女王の運命について本当に何も知らないのですか｣48）
「えっ。あなたは本当に女王の運命について何も知らないのですか｣44）
明らかにアスタルテはカンディドに対するキュネゴンドと全く同じ役割を持た
されている。ただ、ここでは女王は醜くなることもなく、ザディッグと結ばれ
る。すなわちザディッグは形式的には「真理」に到達したのである。しかし、ど
ういう「真理」Iこか。それは真理を知ることが出来ないという「真理」に、なの
である。私達はこの小説で二度このことを知らさせる。アスタルテと結ばれぬ
ザディッグは絶望のまま一人ユーフラテス河畔をさまよっている時に、手に一
冊の本を持った老人に出会った。彼はその本は何かと問う。「宿命」について
書いてある本だと言い見せてくれる。「しかし幾か国語かに通じているザディ
ッグにもさすがこの本の中の一宇すら解読出来なかった｣45)これは先に見たミ
クロメガスの与えた白い本と同じ不可知の象徴と考えてよい。これがひとつ。
二つ目は次の様なエピソード。ザディッグの同道したその老人は実は天使ジェ
スラッドであった。彼はこの天上よりの使者に、やっと真理を解き明してもら
えると思い、問いを発していく。けれど天使は「神に対して論議をしかけるこ
とをやめよ｣46)と答え、ザディッグが「しかし…」と言うや天使は天界へと飛
び立って行った。言うまでもなく、この肩すかしは「カンディド」のトルコの
高僧のやり方と全く同じである。従って、ザディッグはアスタルテと結ばれる
ものの真に釈然としないのである。この小説が未完の形式をわざわざ取ってい
ることと考えあわせ一切が未解決の内に仮りに終結していると見てよかろう。
ザディッグがあれだけの旅のはてに手に入れたものは何もない。それは最後に
王となるために四人の敵を蕊す試合で、彼が「白い」甲冑を着て戦い、観衆か
ら「白騎士」と呼ばれることを思いあわせる時に、いよいよその無着色ぶりが
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浮び上ってくる。どうしても色の着かなかったカンディド伯）何も書かれて
いなかったミクロメガスの本（白い本）等と奇妙に一致するのである。なおこ
の「白」は後に扱う小説『黒と白』や『白い牛』でも見られるものである。
『コジ・サンクタ』47）
貞淑な妻だったコジ・サンクタは自分にまといつく、そして自分も多少その
気のあった色男を、それと察して殺してしまった夫を裁判で救おうとして、判
事と情事を持つ。彼女は夫に対して不貞を働いたがその命を救うことが出来
た。次に息子の病気のため医者を求めて出た旅の途中で、盗賊につかまり、そ
の首領との情事により、同行していた弟の命を救う。最後に病気の息子を特別
に診てもらうために医者と情事を持ち目的をはたす。かくて彼女は三人の命を
救ったことにより死後は聖人となり、その墓碑銘には「大きな善のためには小
さな悪」と記される。
この小説では唯一問題になるのは彼女の行動が予言としてあらかじめ与えら
れ宿命の槐偏として組込まれた枠の中で動くのみであったということである。
すなわち彼女の行動は一個の人間の意志を越えてしまっていることである。こ
れと同じ理論はその墓碑銘のことばに見られる予定調和らしい考え方と一致は
する。すなわち『ザディッグ』から流れ出し「カンディド』の副題にと流れつ
く小川であるということである。しかし一方この小説はヴォルテールの小説に
親しんで来たものには極めて異質な感じを与えるという問題もある。それはこ
の小説での主人公は、ただ運命へまつしぐらという感じで（例えば、同じ`情況
におかれて、後に見る『ランジェニュ』の中のサンティーヴ嬢は衝撃のあまり
病死してしまうのである）これはヴォルテールの他の作品に見られぬことであ
る。この小説は、ある意味で出来すぎている。つまりその艶笑さと結末のた
くみさゆえに、かえって物語の真実を失なわしめる。逆に言うと、そういうた
くみさのみによりかかった、あるいはそれのみを目的とした小説とさえ恩われ
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ろ。もちろんヴォルテールはこういう話を本当にメーヌ公夫人の前でしたかも
知れぬが、原文は筋において似かよっていても、その構造が正しく伝わってコ
ピーされなかったのではなかろうか。（それに比べて、同じ事情の下にありな
がら次の『片目の人足」はヴォルテールらしさが残って伝えられたようだ）し
かし、これは、これで今の所どうしょうもない。この作品についてはその構造
が見えにくい、とでもしておく他ない。
『片目の人足』48）
片目の人足が歩いていると、さる貴婦人が馬車で通りかかる。あまり美〈し
いのであとをついて行く。やがて馬車は事故で動けなくなる。助け出して共に
歩いている内に極めて親密な間柄となってしまう。やがて朝が来て目ざめてみ
るとこの人夫は両目のある美くしい男に変身していた。さらに二人の目の前に
は城が出現し、中へ入ると幾千という人々に彼は王者として迎えられる。とい
うような夢を道端で寝ていた人夫メスルールは見た。醒めて別に落胆すること
なく、又もう一度こういう夢を見ようと希望を持つ。
これは先の『コジ・サンクタ』で述べたようによく出来すぎた艶笑小説なの
である。多分、そのままヴォルテールの作とは言えまい。しかし『コジ・サン
クタ』に比べて、多少、構造らしいものが見られる。それは、これが先のとち
がい、夢想讃であることに由来しそうだ。主人公は片目なのだが、彼はこの片
目で、この世の「良い方」だけしか見ない。その彼が両目のあいた高貴な美青
年に変身する訳だが、所詮夢でしかない。で再び片目の人足にもどる。この都
合のよい片目の楽天ぶりゆえに彼はもう一度酒を飲んで酔いつぶれ夢を見るこ
とを望む。明らかに夢を媒体とした循環小説なのだ。このまま永久に回転する
輪である。従って収束していく点もなく終局はどこにも求めようがない。片目
の現実と両目の夢という二つのものは、うまいエネルギーの均衡によって永久
機関として動く。この永久循還と、それゆえの終局なしをこの小説の構造と見
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ることが出来よう。なお、ヴォルテールの小説には「片目」ないし「盲人」と
いうのが「ザディッグ｣、『メムノン』、『カンデイッド』、「小閑話休題」に見
られ「聾」が「チェスタフィールド卿の耳』にある。この五感の内のひとつの
欠落は多分経験主義に関係していて、人間の真理への遠さ（ミクロメガス殿は
約千の感覚を持っていて、なお無知の人である）の象徴的な証だと思える。
『メムノン』49）
主人公メムノンは「完全な賢者」になろうと決心をし、戒律をたてる。女を
愛さないこと。つましく暮すこと。わづかの財産で独立した生き方をするこ
とへこの三つである。ところが彼はいきがかり上、この戒律を次々と破らざる
を得ない破目になる。しかも彼は喧嘩をして片目になってしまう。失意の彼は
その夜夢を見る。宇宙のシリウス星の近くの住人というのが現われて「完全な
賢者」となるのは不可能だと諭す。そして宇宙にはもっと不幸で愚かな星もあ
る、この地球などは良い方だとも言う。
一切はそのあるべき場所にあるべきなのだ50）
しかし、メムノンは、片目となった今、そういうなぐさめに満足しない。
この小説では完全幸福に通ずろ完全賢者という無限遠に焦点を結ぼうとして
主人公が道を歩み出し、たちまちにして挫折することになっている。しかもそ
の挫折点は「あるべき場所」なのだ。振動を拒否し、無限遠方にあるらしい真
理への直線行動の実験は、必然的に自己矛盾を露呈してくづれ去る。宇宙人の
諭し方にも説得力なく、結局、私達は「片目」のまま放り出されて「完全」との
彪大極りない距離感を思い知らされる。こういう単純で短絡した挫折は、むし
ろ本質的に振動構造を持ったヴォルテールの小説では不安定に見えさえする。
『あるトルコ人の手紙』5ﾕ）
トルコ人である「わたし」はインドに行き、友人のオムリの身辺で見聞した
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ことを手紙の形にして報告する。このオムリは「良き市民、良き夫、良き父、
良き友人｣52)たろうとしている。要すれば平凡な生活人である。そのオムリと
つれだって､ババベックという修業僧の元へ行く。この僧は裸体で、鎖を首に
まき尻に針をつきさす荒修業をしている｡オムリが僧にその目的を問うと、答
え;て言うに、第三十五天上界まで行きたいからだという。ではこの現世での楽
しみも知るべきだとオムリは説得を始め、バパベツクはついに還俗するが、女
達の崇尊を失い、二週間にして、又もとの修業道に戻る。
中庸の象徴であるオムリを軸にババベックが揺れ動く形がこの小説の構造で
あろう。彼は結局、もとへ戻るのだが、その動機は実は極めて現世的な御婦人
方の崇尊だったのである。パバベックもオムリとほとんど同じあたりを、オム
リより心定まらず振動したにすぎないのである。「第三十五天上界」という無
限還はここでは本当の焦点ではない。
『スカルマンタードの旅行物語』53）
これは非常に極端な遍歴認であって、主人公スカルマンタードが訪づれろ国
々はヨーロッパ諸国はもとより、中近東、インド、中国、アフリカに及ぶａ彼
は「一切の真理を学ぶ希望｣54)を持って旅をし、しかも「旅をしたいという願
望がいつも」彼を「かりたてる｣65）のである。典型的な放浪の人がここにい
る。カンディドと異り、彼はかなり主『体的に旅を目的として旅していく。その
名スカルマンタードはスペイン語のescarmentado（教訓によって、あるいは
体験によって学んだ人）に由来するのもいささか観念的である。この彼も奴隷
になったりして「畑を耕す｣56)ことになる。カンディドがほとんど受動的に運
命に翻弄されていきながら最後に庭を耕すことで自立するのと逆の歩みがここ
にはある。すなわち『スカルマンタード』では運命への突入があり『カンディ
ド」では、かろうじての脱出があるからである57)。
もっともスカルマンタードもその奴隷生活一年後には買い戻されて家へ帰
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ろ。その結論は「もう家にじっとしていよう｣58)である。結局、旅で何も学ば
なかった－あるいは学ばなかったに等しい－スカルマンタードのこの腰くだけ
の回帰は、しかし、ほとんどescarmentadoになる意志のありながら、それ
にしても先の見えぬ不安定な主人公を通したこの小説の構造をよくあらわして
いる。遍歴を目的とした遍歴もさることながら、ここには無意味な循環の構造
も設定してよかろう。『カンディド』より五年若い作品で、プロシアから追わ
れる直前の作という。ここには苦しむ作者の精神の－典型が熟さぬままだがよ
く表われている。
『慰さめたり慰さめられたり』5,）
一人の不幸な婦人にむかってある哲学者が歴史上の有名な人物で同様の不幸
にあった例をいくつか挙げて慰めるが一向に効果がない。今度は逆に哲学者が
一人息子を失う。婦人の方が慰めの役にまわるが彼の涙は止ろ訳でない。三月
後二人は再会して、お互い悲みを忘れてしまっているのを見て驚く。それで二
人して時の神に捧ろ像を造り、そこに「慰さめを与えてくれる神へ」という文
字を彫りつける。
これは苦悩に対する時の効用という処世訓的コントというより、時でもって
しか解決しない不幸に対する不可抗力性と、少<共、時によって解決してしま
うという不幸の、人間にとっての非本質'性とを表わしていると解釈したい。不
幸が人に本質的であるかどうかはもちろんヴォルテールの知るところではな
く、非本質的と考えなければ生きてはゆけない限界線があって、つまりは「庭
を耕す」カンディドに正しく結びつく精神を支えるものが、ここにも生きてい
るのである。慰さめという行為において、ここには哲学者と婦人との間の相互
関係（往復運動）はあるものの、この小説では一過'性である。ただこれを普遍
化する時、この運動は人間の内側で永久運動であろう。問題の解決は極めて消
極的、受動的である。
8２ 
ヴオルテール試論（加太）
『カンディド』６０）
『ある婆羅門の物語り』“）
「わたし」は旅人であって、その途中で「実に賢く、知'性に満ち、学識豊か
な｣62)婆羅門僧にめぐり会う。ところがこの僧は幸福でないという。四十年間
学問を積んで来たがそれでいて「何も知らない｣63)暗闇での模索しか出来ない
人生の旅をさまよう彼は「どこから来たのか、どこへ行くのか知らない｣64)と
いう。一方この僧の隣人は全く無知な愚かな老女なのだが、その女はそれ故、
それなりに幸福だという。幸福のためには無知の方が良いのか。おそらくそう
ではあるまい。しかし「幸福」より「理知」を求めて何になるのか、という疑
問が一方生じてくる。この矛盾はどうとくのか。「この問題についてはまだ語
るべきことが多くある｣65)というこの小説の結語は、やはり「逃げ」である。
解答を出すことを未来にあづけた解決回避である。又ここには知と無知の両極
を象徴する二人の人物が登場し、知の不幸と無知の幸福という丁度『片目の人
足』における片目と両目のたくみな力の配分による永久機関と同じ構造を見る
ことが出来る。
『白と黒』6`）
カンダハーの美くしき王子リュスタンはカブールの市でカシミールの姫を見
初め二人は恋におちるが、姫は父につれ帰られる。そこでリュスタンの姫を求
めての遍歴の「長い旅｣67)が始まる。この姫のはたす役割は今まで見たいくつ
かの小説の女主人公のそれと同じであることは言うまでもない。
灘すぐｶｼﾐｰﾙの美くしい姫君の足もとに辿着けるという希望が彼をなぐさめ
駝壼識の美くしい姫君､いつあなたの魅力的なお姿を再び見ることが出来るの
ところで、この揺れは左右への正確に等しい振幅を持った極めてめまぐるしい
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運動である。リュスタンは二人の従者をつれているが一人は善（福）の象徴で
あるトパーズ（黄玉)、今一人は悪（禍）の象徴であるエベーヌ（黒檀）であ
る。主人公はこの二人から発生する二つのメタフォールの間を正確な幅で振動
していく。この小説中の「ダイヤ」と｢投槍｣、「東」と「西｣、「所有する」と
「所有しない｣、「勝者」と「敗者｣、「はげたか」と「わし｣、「象」と「犀｣、
「田舎者」と「蝋馬｣、「急流の川」と「大理石の橋｣、「山」と「トンネル｣、
「帰ることを勧ろ医者」と「滞ることを勧ろ医者｣、「醜いバルパブー」と｢美〈
しいりユスタン｣、｢本物のダイヤ」と「偽物のダイヤ｣､｢カササギ」と「烏｣70）
等が表わす、あるいはひき起す事件に彼は時計の振子のような揺れを体験して
いく｡やっと姫のいるカシミールに辿着き、恋仇を決闘により葬ったものの彼
自身も姫の感ちがいによって姫の手で殺されてしまう。(愛する人と殺す人の同
時存在)○事の真相を知った姫は王子を殺した同じ槍でわれとわが身を貫く６(結
婚式と葬式の同時存在)･真理を仮託された、そして求め続けられた姫が求め
た人と共に突如として姿を消してしまうという破局と言える構造がここにはあ
る○かなりラディカルな「逃げ」だと言える。それではこの小説では決定的に
「黒」に傾いたのか○一体「逃げ」ることが悪の存在の絶対的肯定の確信を作
者に与える口実になっているのか｡実はそうでない。それは次の二つのことが
語っている。ひとつは、主人公リュスタンが最期の息の中で、どうして、二つ
の運命（白と黒）の内の黒に落ついてしまったのかと問うのに対して、精霊か
゛■_-oQP
ら「これは大いなる難問だ｣7ﾕ)とし、う返事がくるのみでリュスタンは、どうし
ても納得出来ない。「ここにはどうも僕には分らぬことがある」と言うと精霊
までが「わたしもである」と「本音」をはいてしまう。そして「いつかは分る
でしょう｣72)と言ったなり精霊は姿を消してしまう。ここで「逃げ」は確信に
基いていないことが明白となる。この黒への決定は合理的になされたものでは
なかった．これに念を押すように再補強するのが二つ目の仕掛である。
彼は一時間ほど眠っていたのである．彼は汗でぐっしよりになり、心乱れて飛び起き
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た73）
夢であった。二重の「逃げ」である。本当に「真理」を明かす必要はないの
か。そこで三度目の正直と言わぬばかり、ことの真相を一切知っているらしい
一匹のおうむがつれてこられる。「さてこのおうむは次の様に語りました」と
いう。所が次の文章は；
注記一カトリーヌ・ヴァデ嬢はこの作者である今は亡き従兄のアントワーヌ・ヴァ
デ〔ヴオルテールの偽名〕の紙入れの中を探したがこのおうむの物語りがどうしても
見つからなかった。〔…〕74）
というヴォルテール自身による人を喰った「注記」がついているのみなのであ
る。
私達はこの小説に振子のような揺れと壜`性化して来た「逃げ」による未解決
の構造を正に見る思いがする。
『ジャノとコラン』75）
「虚飾の中に幸福はない」という教訓小説としての姿はその外見である｡
オーベルニュ地方のイソワールに住むジャノとコランという二青年。ジャノ
の父は騨馬商人である。コランの父親は律義な農民であって、土地を耕すこと
が仕事である。ここですでに私達は、この小説の構造的な傾きがコランの方に
あることを知る。何故なら「耕す人」の息子だからである。ジャノの父はパリ
へ出て商売が当り、息子を呼び寄せ学問をさせようとする。あれこれその学問
を探すがＳどれも役立ちそうにない。
｢一体何を習わせたらよいのか分らない｣76）
「学ぶ」行為が今までの小説のいづれでも全く役に立たなかったことはここで
も同じである。人間の知識は「真理」に至るにはあまりに微少なのである。あ
げくには文学らしいことをやり出すがそれとてまともなものでなく、親子共々
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人々に鴎され、お定まりの転落の一途を辿る。失意の底にあるジャノを救って
くれたのは、その時、たまたま上京して来たコランとその妻であった。彼らは
地道な生活の内にも幸せだという。そして田舎のイソワールに帰り共に生活し
ようとやさしい言葉をかけてくれる。ジャノは故郷でコランの妹と結婚し幸福
になっていく。
ここに見られる幸福志向はイソワール（田舎）とパリ（都会）の、すなわ
ち、地道な生活と富や虚飾との、さらには、農民の息子のコランと商人の息子
のジャノの二極間の往復運動の中で行なわれるものなのである。この揺れ方は
一回切りのものであるが、原点への回帰であって、しかも原点は「田舎」の側
に説定してあるところに注目をすべきである。始めから「土地を耕す」（もっ
ともコランも、その後、学校を出て金物屋となるのだが）という「仮り」の終
着点を用意している点で『カンデイド」より一歩現実的とも言える。つまり失
楽を完全な過去のものとした上でこの世の極めてささやかな仮りの解決に甘ん
じる二人の青年がここには居る。ジャノはいくつかの挫折を経ての落付きであ
るがコランは微動だにしていない。しかしそれは確固たる絶対的「真理」を手
に入れているからではないことは、もちろん言うまでもない。
『雑録』77）
十六章に亘るある種のヌーポロマンを思わす脱線小説である。この内の第一
章、三章、八章、＋章、十二章の五つの間には筋の上での脈絡がたどれる。明
らかにキリストに比定され得るポリシネルとローマ法皇に比定され得るピヤン
フェの二人を軸としたキリスト教会史への調刺となっている。これ以外の章は
様々の主題を持っている。それらは、イエズス会の解散について（第二章)、
役職の売買（第四章)、オランダの宗教寛容（第五章)、プロテスタント（第六
章)、ルソーと有神論を論ずる（第七章)、コルネイユの「ポリュクト」批判
（第九章)、人間の多様さ愚かさ（｢わたし」の友人ユソン氏の旅行談）（第十
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－章)、第十一章の続き。人間の矛盾（第十三章)、フランス王がローマに献金
すること（第十四章)、働かない人々（第十五章)、僧侶の無駄使い（第十六章）
筋がたどれる五つの章ではポリシネルー行がまづ「アッペンツェルからミラ
ノの街道」で一座の旗挙をし興業を打つ。その後、彼らは「村から村へと｣78）
旅を流れる芸人となる。もちろん、幾つかの出来事（それらはすべてキリスト
教史に重なるが）は起るが、この一座には特に何かの結末や終局が訪づれろ訳
ではない。多分イギリス国教会に重ねることが出来るだろうシェクスピアの登
場で本筋の方は終ってしまう。脱線部分があと四章続くがこれは上に列記した
ような雑種の話題であって、私達にはこの小説の行方という点からのみ考える
なら完全に翻弄されたあげ〈打棄てられたとしか言いようがない。この中で動
きを仮りにでも止めてくれるのは次のことばであろう。
聖人の方々を崇拝しなくてはならない。しかし〔…〕土地も耕やさなくてはならな
い79）
この小説には絶えまない逸脱運動や旅と共に終着点の無さなど数多くの基本
となる構造を見ることが出来る。多分これは『四十エキュの男』の原型とも言
ポプリえるぐらい同質の構造を持った散録である。つまりこの百花香ｶｺらは決して特
定のひとつの香だけがただよい来ることがないのにもかかわらず全体としては
くさぐさ
特殊な種々の香のアンｻﾝﾌﾟﾉﾚｶﾇ放たれるのである。
『小閑話休題』８０）
盲人院で一人の男が突然自分は実は色彩が区別出来るのだ、と言い出して他
の者達の上に立ち支配者となり施物を一人占めした。他の盲人達は彼の言うな
りになって自分達の服の色は白だと信じた。その内、外部の者がそれを笑い、
内紛が生じて、あげ<には各自が自分で好きなように色を決めれば良いという
ことに落付いた。という話をある聾者が読んで、愚かな事だと言いつつも自分
にこそ音楽がわかるのだ、と言った。
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fてこの小篇にはどういう構造を見たらよいだろう。まづ、この盲人院の内紛に
至る経緯と結末をもう一度辿ってみよう。色彩に完全に無知→色彩（虚偽にだ
が）が判るという－人の盲人の登場→内紛→各盲人が各自好きなように色彩判
断する。この冒詮体にさらに矢印がついて→以上は愚かなことだ→しかし聾者
に音楽はわかる｡という「ふり出し」が用意されている。つまり、この物語は
循環をする。では永久運動はどうやって止められるか。それは盲人の誰れか一
人が「仮り」の色彩決定者（あるいは聾者なら音の「仮り」の決定者）になる
ところで止ることである。「仮り」の真理託宣者が現われて、それに皆が従う
ことである。今ひとつは、各自が勝手に自分流に、但し他人の「真理」に口出
しすることなく、自分のみの「真理」を持つことである。このいづれかを承服
するという極めて限定的な解決でもってしかこの環は切ることが出来ない。盲
人に光が見えぬ限り、言いかえれば人間に「真理」が見えぬ限り「仮り」のそ
れで甘んじる他なく、但し一方で「仮り」であることに力点をおき、人間の弱
さをもって「真理」にいつの間にか密着したと信じても許されるなどと言うこ
とはあくまでも虚妄だと廟笑する態度は保持する、ということである｡
～循環と「仮り」の決定がこの小説の構造であろう。尚、最初に色彩の判るとｏ~，＞､ 
いい出した盲人の言し､あてた色は「白」であったことも注意しておこう。
『インドでの出来事｣8ｴ）
ピタゴラスはインドで動植物の言語を学ぶ。草の嘆息、牡蠣の溜息が聞こえ
る｡羊に食われ、あるいは人に食われ、懐い命だと言う。町では蝿を食べる蜘
蛛、蜘蛛を食べる燕、燕を食べる隼を見る．帰ると人々が二人の男を焼こうと
している。その理由を問うと、「一人は釈迦とプラマの本質は異ると言う允罪
で、他の一人は臨終に際して、牛の尾を握れば神の意に適うという教えを疑『つ
ﾌﾟi二科で火刑に処されるのだ」と言う。これを聞いてピタゴラスは､■草といいも：
牡蛎といい、又人といい、嘆きの種は尽きぬものだと思う。そこで理を尽して
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判事たちを説き伏せ、二人を救ってやる。さてその後イタリアへ渡ったピタゴ
ラスはクロトーナで、寛容について教説をのべていたが、ある不寛容な男が、
彼の家に火を放ち焼かれてしまった。
この小説では、まづ目につくのが弱肉強食の因果律の循環であり、人間と
て、その例外たり得なく、これから救われるには「逃げ」しかないという呼び
声である。
人ノコトナドカマワズ自分ノコトカラ救エ82）
という結びの呼びかけに従う他ない。ピタゴラスと共に私達は草からあるいは
蝿から段階を追って因果連鎖をながめていき、人間のところまで来てさらに、
この人間を焼く人間を見る。二人のインド人を救い出したものの今度はその救
った人間をやはり焼き殺そうとする人間が現われる。この連鎖を破る唯一の手
だては「逃げる」他ない。必然的に人間のみが救われるような都合のよい摂理
の声は、草や虫の言葉まで解するピタゴラスと言えども、この宇宙の中のどこ
にも聞きとれないのである。逃げ出すことを勧めるしかなく、「真理」にはヴ
ェールがあいかわらずかかっている。
『ランジェニュ『８３）
カナダインデアンのヒューロン人でランジェニュと呼ばれる青年が、ブルタ
ーニュへ上陸して、そこでサンティーヴ嬢と相思想愛の仲となる。しかし彼女
はランジェニュがケルカポン師のもとで洗礼を受けた時の教母であって、二人
は結婚出来ない。彼は結婚の特別許可をもらうためフランス王に会いに行く。
その旅の途中でプロテスタントに加担するような言辞をもらしたため彼は密告
され、バスチーユヘ投獄される｡￣方、半年たっても音沙汰ないサンティーヴ
嬢は彼を求めてパリへ出る。そこで彼女は貞操と３１かえにランジェニュを許し
てやると言われる。涙と長い抵抗の果に彼女は恋人の為にサン・ポンジュとい
う司祭に身を任す。ランジェニュは釈放されたが、彼女は心の傷に重い病に鰭
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れ死んでしまう。ランジェニュもあとを追おうとするが人々に止められる。
後、彼は将校としてとりたてられることになり終生彼女のことを忘れなかっ
た、という。
まづ、主人公の「旅」について見よう。彼はカンディドやリュスタンのよう
に流浪の旅をする訳ではない。しかしそれでもカナダ、イギリス、フランス
(低ブルターニュ、ヴェルサイユ、パリ）と旅はしている。ただしこの旅には
別の特色がある。彼の両親は、実は、ケルカポン師の兄夫婦であって、この二
人がカナダへ移住したが戦いに破れ殺されて、その時残された子供がヒューロ
ン族にひろわれて育てられたものであるということが胸につけている御守から
分るのである｡84)とすると、彼はカナダからフランスへ「来た」のではなく、
フランスへ「帰って来た」のである。この旅は大枠としては「回帰」である。
しかし、もちろん、旅人ランジェニュの姿もとらえておく必要がある。
認競琶麟鯉襖雛豆鳧三二鱗蝋なっているのか見たかった
しかし知りたいという気持がやがて他のすぺての考慮を吹き飛ばしてしまった86)。
｢僕は旅をして来た｣87）
その彼がブルターニュからパリへ旅をするのはもちろん恋人サンティーヴと結
ばれるためである。彼女の役割はキュネゴンドであることは言うまでもない。
「あ凶、もしサンティーヴ嬢がここにいたら…｣88）
「サンティーヴ嬢のことを夢見ながら彼はじっとしていた｣89）
「サンティブ嬢と結婚しようという楽しい希望が…｣90）
今まで見て来た小説と同様、そしてこれからも見る小説にもあることが予想さ
れる恋人に再会することに託された一切の希望は、ここでも覆されることは容
易に予想がつく。サンティーヴ嬢は死んでしまう。（ランジェニュは、かつて
カナダにいた時、ヒューロン族の恋人がいた。アパカパという女だった。しか
し彼女は熊に食い殺されてしまった）ランジェニュは二度の絶望を味わう。彼
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には真理探求は出来ても獲得は無理なのである。
それでも彼はランジェニュ（rlng6nu＝無垢な人、多分カンディドと同じく
無色の男）ゆえ、学ぶことを通して探求は行なっている。『四十エキュの男』
アンドレ氏と同じように知的な磨をかける。この学習は主としてバスチーユの
牢獄で同室になったゴルドンというジャンセニストとの対話でなされていく
（第十章、十一章、十二章)。この三つの章の話題は、神学、哲学、数学、歴
史、文学、天文学、演劇に及んでいき、脱線部分を形成している。この脱線は
第十九章と二十章でも展開される。アンドレ氏と同様「この若者の知性は徐々
に強固なものになっていった｣91)しかしその一方で彼は本当に高まって行って
いるのかどうか疑問が生じる。教師の側にあるはずのゴルドン氏が、こう言う
からである。
わたしは五十年間を学ぶことに費して来た。それでいてこのほとんど野性の青年の自
然のままの常識にまでわたしは達しないのではないかと危`膜するのだ92）
一体ランジェニュは文明人なのか野蛮人なのか。それは一歩でも「真理」に
向っているかどうかにかかっている。私達が恋人獲得という寓意で見た限りで
はランジェニュは、その志にもかかわらずこれに失敗している。しかし、彼は
失敗することを冷静に見抜いて受けとめる「文明度」を一方で確実に持ってい
る。
「もし、既に何世紀もの間、細く調べつくされた、その先生のおっしゃる説の中に真
理がただひとつ隠れているのなら、それはもう発見されているはずです。そして全世
界の人々が、その－点について、少なく共、同意見であるでしょう。もしこの真理が
地球にとっての太陽みたいなものなら、それはそれらしく輝いているはずです。それ
なのに「人間にとっての真理は、ただひとつあって、それは神が隠しておられる」な
どと言うのは愚劣なことです。それこそ神に対する侮辱です｣93）
ランジェニュは「野蛮人」なのだが、それは人間すべてがそうである他ないと
いう意味で、そうであり、「野蛮人」であることを知っている限りにおいて又
逆に「文明人」なのである。「真理」との距離は測定出来ない。しかし距離が
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あって、それが、とほうもないことを知れば、もう「文明人」と言わざるを得
ない｡」
さて私達がこの小説に見たものは､｣大きな回帰と、その中で展開する旅や脱
線、そして終に手に入らなかった恋人との破局であった。又主人公はカンディ
ドと似た名前を持つ白紙の男で、｣何色にも染らぬ偏見なき青年だった｡その成
長のし方は農民アンドレ氏に似て知性の高まりが「真理」への歩みを止めろと
いうパラドクサルなものであった。これらがこの小説の骨組をつくっていろ。
『四十エキュの男』94）
．『バビロンの姫君』,5）
バビロンの姫君フォルモザントの婿選びに参加したスキチアとエジプトとイ
ンドの三人の王はいづれも資格に欠け、見物に来た超人的な絶世の美男子アマ
ザンが、どの試験にも合格する。しかし彼は王子でなく、ガンガリード国の羊
飼いだと言い、帰っていく。この時から、二人は相思う間柄となる。姫は彼を
忘れられず、神託に従い彼を求めての旅に出る。やっとガンガリード国へ辿着
くが、アマザンの母は、息子は旅立ったと言う。それは、フォルモザントが旅
の途中、エジプト王に唇を許したことを誤解したお喋りの鶇の密告を信じて失
意のため漂泊の旅に出てしまったからだという。しかし、この時、二人は「又
いとこ」の間柄であって、つまり、アマザンには王位継承権があることを知
る。姫のアマザンを追う旅が再び始る。いつも今一歩のところで二人はすれち
がう。そして、終にゴールの都で二人は再会するはずだったが、この時アマザ
ンはオペラ歌手の娘と寝床を共にしていたのである。今度は姫が失意のままベ
ティカを通りバビロンへ帰ろうとする。しかし途中で姫はドルイド教の僧達に
捕えられる｡それを、あとを追うアマザンが救出し、二人は和解し帰国して、
めでたく二人は結ばれる。
〈この小説でも旅する人が主人公である。ここでは、はじめて女性が旅人であ
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る。彼女には旅人としての宿命があった。予言者が彼女の父にこう言う。
汝の娘は世界を経めぐった後にはじめて嫁ぐであろう96）
これは単なる旅行ではなく、明らかに遍歴を帯びた旅である。父に「旅をしな
くてはならないよ｣97)と言われ、彼女はバビロンからガンガリード、中国、ス
キチア、シメリ、スカンディナヴィア、サルディニア、ゲルマニア、バタヴィ
ア、アルビオン、再びバタヴィア、ゲルマニア、ゴール、ベティカと経めぐっ
た後帰国することになる。言うまでもなく、この旅へ誘う実質上の引力は「人
間の中で最も美くし<、最も強く、又最も勇気あり徳の高い｣98)アマザンであ
る。
彼女はあのいとしいガンガリードの羊飼いの美くしいアマザンのことしか思っていな
かった99）
ところが「彼女の願いの唯一の対象｣'００）であるはずの彼は失意の内に、狂人
のごとく．、ただあてもなく世界を放浪しているのである。
彼は自分でどこへ行くのかわからず世界を流浪している、1）
定かならぬ彼を彼女は「変らぬ人」（COnStant)102）だと長く信じていた。長
い旅の果に避遁がはたせることになった「彼女の心は、やっと自分の恋する人
の中に変らぬ人のお手本を見い出すという、えも言われぬ喜びに一杯になって
いた｣]し０３)ところがアマザンは心が変って「可愛い栗色の娘の手に抱かれて眠
っていた｣ﾕ０４)のである。二人は後に和解する。けれども求め続けられたもの
は、ゆらゆらと揺れ動き、つかまえたかと思うとするりと手の指からぬけ出
し、最後に手にしてみれば、さしもの「半ば神のような」彼も凡庸な男になり
下っていたわけである。「真理探求」の挫折の構造がここでも典型的にあらわ
れている。至高を求める心には必ず失望という溝が用意してある。（
所で、姫に対してもうひとつの神託があった。
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すべてのものの混合。生きながらの死。不忠と不変。失うことと得ること。災禍と幸
福ﾕ05)。
謎のような言葉である。これは彼女の遍歴の中で起る事どもの予言である。そ
れは両極にある二つのものの矛盾の同時存在であり流浪の振幅の大きさを象徴
的に表わしている（この構造は『白と黒』のそれと似ている）又ここでプラス
（＋）とマイナス（－）の記号でもって彼女の揺れのひとつを見てみよう。
＋姫の心は希望にはずんだ
－フォルモザント姫の打ちひしがれた絶望状態を表現出来るような〔…〕言葉は全
くないｴ06）
希望から絶望への急激な転落である。アマザンに裏切られた彼女は、その瞬
間、旅行の動機を完全に失ってしまう。侍女が「どこへ参りましょうか、お嬢
様」と聞くが「わかりません｣ﾕ０７)と答える。このように＿方の極から他の極
への急激な動きを何度か経てくると、それは振子が空気の抵抗によって、いつ
しか中間の最も自然な位置で休止してしまうのと同様、主人公も中庸へ落つい
てしまう。これは理想地点でなく多分疲弊の結果のやむ得ない地点でしかな
い。アマザンの裏切りも「若い男というのは、所詮こんなものだ｣108)という
通俗的な慰めの言葉が与えられるくらいの、ほとんど日常的な、無意味な出来
事として取扱かわれる他なくなるのである。明らかに至高な半神から凡俗への
すなわち１「カンディドの庭」のような紬り方をこの小説も持っている。これ
は、そうでもしなければ永久運動なのである。いわばこれはいつまでも続く鬼
ごっこで、逃げ手が「疲れて」くれなければ鬼は追いつかないのである。第八
章に登場する「それがどうした卿」（milordWhat-then）は『カンディド」
における貴族ポコクランテと酷似している。これはアマザンが会う人物である
が、冷え切った何にも一切無感動な男である。小説の終り近くに登場するこの
人物のけだるい態度はアマザンの旅の疲れを暗示する。つまり姫はアマザンに
追いつける可能性が出て来たのである。
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こうやってこの小説は外見上、ハッピイエンディングをしながらも放浪の果
のかなり投げやりな結末がその真の構造なのである。それはこの小説の最後に
ついている長たらしい蛇足のような部分からも察せられる。いわく、小説の継
承者よ、この小説を、あと勝手に改作すべからず、と。継承者（continuateur）
という呼びかけをするのは、この小説の未完さ、あるいはおさまりの悪さを自
ら語っているとも言える。
ついでに、この小説の中で重大な役割をする失楽時以前から生きていろとい
う不死鳥のことを少し考えておきたい。この鳥はほとんど全智全能なのであ
る。しかし「ほとんど」というだけで、肝心なこと（例えば霊魂の不滅の問
題）について聞かれると「知らない｣ﾕ０９)と答えてしまう。この鳥はその年齢
が二万七千九百歳六ケ月で、ミクロメガス殿の長寿には及ばないとしても長生
きである。こういう人間とは比較にならぬほどの超人（超動物）を登場させ
て、なお絶対的な「真理」にははるかな距離があることを示す手だては、人間
をひとからげにして卑小化するのに常に使われる道具とも言える。言いかえれ
ば、相対化でもって人間の一切を色槌せさせるのがこれらの小説のからくりな
のだ。絶対的「真理」をヴェールに履う結末への入り方はもう私達にはおなじ
みになった。
｢アマベッドの手紙』ﾕﾕo）
インドのベナレスに住む青年アマベッドはアダテと結婚しマデゥレにいる恩
師シャスタシッドに祝福を受けに旅立つが途中、ゴアでポルトガルの宣教師達
に異教徒ということで捕る。アマベッドは投獄ざれアダテはイタリア人神父に
犯される。二人共裁判を受けるため船に乗せられルーム〔ローマ〕へつれて行
かれる。
小説の筋は以上のようで、これはアマベッド（一部アダテ）のシャスタシッ
ド師宛の書簡の形をとっている。
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例によってまづ旅の形態について見てみよう。二人は,恩師に会うためにベナ
レスを旅立つがこの時から二人は一心同体である．千
彼女が旅立ちたいと願ったのでわたしもすぐそうしたいと思いましたﾕﾕﾕ）
これ以来二人はローマまで同道する。これは今までの小説と大いに異なる点で
↑！ 
ある。男が女を、あるいは女が男を求める形式がここにはない。では何を求め
る旅か。彼らは主体的に求めはしなかったが、ヨーロッパを手に入れるのであ
る。そのヨーロッパは小説では調刺の対象となっているが一方でインド（シャ
スタシッド師＝真理）の相対的な価値低下をもたらす役割を果してしまうので
ある。シャスタシッド師はアマベッドにとって「わたしの心の光、わたしの思
考の父、人々を永遠の道へ導く人」であり「未だかって真理しか書いたことの
ない｣ﾕﾕ2)人でもある。一方の極に「新暦十一万五千六百五十二年」という歴
７ 
史を持つこのインドがあり、もう一方の極に「野蛮」なたった「千五百十二
年」の年代しか持たぬキリスト教国ヨーロッパがある。ところが二人はこのヨ
ーロッパを旅を経るに従ってだんだん我ものとしていく。
人々は旅をすると沢山のことを学ぶ、）
旅をすると変ったことが起りますｴ'4）
こうやって彼らはゴアからボンベイ、アフリカ東岸、メランド国、喜望峰、ア
ンゴラ、リスボン、マルタ島、シチリア、チィヴィタヴェキア、ルームと旅を
する。但し、この旅は遍歴ではない。一路ローマへ向いているのである。ロー
マへ着くとインド（彼ら二人にとっての真理の根底）の相対化が起りはじめる。
(それは当然ヨーロッパの相対化との「さしちがえ」の形で起る)。
中国人でさえこの西洋人よりは鄭重でないﾕﾕ5）
〔ヨーロッパの音楽は〕ベナレスやマドゥレの音楽よりすぐれた音楽ﾕﾕ6）
コメディは実に美くしくて楽しみの方が不‘快の念をしのぐｴｴ7）
実際マデウレの方がルームより住み心持が良いということを疑問に思うようになり出
したﾕﾕ8）
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終に、彼は老師に対して、ヨーロッパ人との交際が忙がしくてあまり手紙も出
せなくなったりﾕﾕ,)､｢わたしの美くしいアダテとこれからダンスをしに参りま
すので、これにて失礼｣12.)などという結び文句を書いたりするようになる。
宗教裁判にかけられるはずの主人公達はローマで、その目的とは全く別の方向
へ走り出してしまう。才
、1．５７，､． ｡。←｡.';.わたしは既に全く別の人間になった気がしますﾕ2ﾕ）
シャスタシッド師側からの「防戦」ははじめに少しあるだけで、あとは一方的
にヨーロッパの情報が流れ込む。この小説は全体が三十三通の手紙で構成され
ているが、始めのアマペッドよりの四通に対して恩師より二通の返事がある。
次にアマベッドが牢内にいる間にアダテが書いた七通に対しては一通の返信が
ある。次にローマまで行きそこで滞在する間にアマベッドが二十通書くが、そ
れに対しては老師よりの返書はない。このようにして、合計やっと三通が、そ
れも初期のみ「真理」側から寄せられるのである。さきほど述べたようにこの
旅は放浪のそれでなく一直線ではある。しかし、対極へ向うことにより主人公
の内部の唯一の価値観を減少せしめるような中和の作用を持った旅なのであ
る。
もうひとつの構造は、この小説の「未完」に求めて良いだろう。先にもふれ
たが、アマベッドは投獄され、アダテは犯され、宗教裁判にかけられる、とい
う衝撃的な出発点に対して－体この「ヨーロッパ旅行」はいかにも楽天的であ
る｡一振幅を小さくしたことはそれで終局の予告ととれるが、それはいかにも唐
突である。又､シャスタシッド師からのアマベッドの行動、思想の変化に対す
る評価、批判の通信が全体の三分の一を過ぎた十二番目の手紙から最後まで一
度も表われないこと、もいかにも投げやりである。「真理」の側には弁護すべ
きことは無かったのか。最後に､当然のことながらずこの物語はこれでどうな
ったのか判らない、という上と。ヴオルデールは常套手段に使う「逃げ」がと
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こにもあるのである。
ここでアマベッドの手紙の原稿が終っている。マデウレやベナレスのありとあらゆる
図書館にこの手紙の続きを探したが存在しないことが明らかになったﾕ22）
まとめよう。旅は「真理」の側の急速な槌色を齋し、その行く末は「一方の
真理」（ヨーロッパ）との平均化であるらしいが、複数の「真理」はそれです
でに一切を「真理」でなくしてしまう作用があって仮の中庸点に何となく小説
のエネルギーは吸収されていく、という構造である。
『白牛』…）
エジプトのダース国のアマジス王の娘アマジッド姫には深い悲しみがある。
恋する男と別離の状態にあるからである。その男は実は父王の敵であるバビロ
ニアのネプカデネザル王で、父はその名を口にするのさえ禁じている。この恋
人は七年前にふと姿を消して以来誰れもその行く末を知らない。さてある日、
姫がナイル河畔を散歩していると老婆が白い牛を連れているのに会う。姫は一
目見て、この牛にひかれるものを感じる。牛もロはきかないが何やらその態度
に仔細ありげである。牛を種々の動物達が監視している。この中の蛇がついに
秘密を守れず牛の正体を明かにしてしまう。牛はネブカデネザル王だという。
七年前に夢判断をしてもらったら、突然に牛になってしまったという。一方、
夕ニス王は娘に執心する牛を|怪しみこの牛を殺せ、という。この頃、メンフィ
スで聖牛アピスが死んで、代りを探している。丁度その白い牛がふさわしい
と、メンフィスの大群衆が牛をつれにやってくる。その群衆とダース王と姫の
前で白い牛は見る見る内に若い美青年の王ネブカデネザルに変身していく。
「われこそ諸王の中の王である」と宣して、姫を妻として迎え、姫の父は夕ニ
スの王として独立させる。
この小説では白い牛が謎の中心で、この正体をアマジッド姫が非常な好奇心
を持って知ろうとする。そういう真理探求の課程（第一章から三章まで）と牛
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が王に変身するまでの待機（第四章から十一章まで）を本筋に持った小説だと
－見思えるかも知れない。もちろん、その面もある。しかしそれは牛の正体が
「明らかになる」という点で多少難点のある見方である。むしろ私達が焦点を
合わすべきはネブカデネザル王と白牛との関係である。これは変身讃であると
同時に回帰物語でもあって、王→白牛→王という復帰を見れば、この物語の全
構造がもっと透けて見えてくる。アマジッド姫：恋愛→空白→恋愛（結婚)、
アマジス王：ダース国王→ネプカデネザルに迫われバビロニアに吸収→ダース
国王、となる｡形式的にはハッピイエンディングである。けれど上の推移の
内、中の項目をぬけば、要するに元に戻っただけである。その意味ではこの小
説では七年の時間は全く無に等しく、すべては正確に元に復す。では、この小
説は無意味な動きをしただけなのか。そうではない。牛がもし元へ戻らなけれ
ば、姫は父に首を切られ、牛は聖牛として神の扱いを受けることになってい
た。ここに二人は両極へ突如として飛び離れる結末があったかも知れないので
ある。しかしこれはさけられる。
わたしは神となるよりはアマジッド姫の恋人でありたい124）
牛から人間に戻った王の第一声である。この王の復帰のし方は、古代国家の形
式から言って、神と人民との中間点への移動である。
いとしいアマジッド姫よ、わたしは生涯おまえを愛そう。たとえおまえがわたしに牛を見ようと、人間を見ようと、神を見ようと｡ﾕ25）
そして、王は牛でもなく、神でもなく、中をとって人間になる。「もはや牛で
ない我々の王様万歳｣126)ということばは爾来バビロニアでは悪王が梅,唆した
時に民が叫ぶ文句となったという。一方姫の方は首を切られる所を救われる。
神→人間、死→生の二つの移動はいわば中間項への移動であって復帰を大枠に
持ちながら、たくみに、七年は、もう一度中間点を確認させる。
以上のこととは別に、この小説には旧約聖書批判のための脱線（第二章、六
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章、八章、九章）があるが、この蛇の語る物語に姫は一向に興味を示していな
い。,ただひたすら、失っﾌﾟこ恋人のことを思っている。従ってここに脱線ばあっ
ても、主人公達がそれに同道しない以上、どの小説に脱線形式をあてはめるこ
とも出来ない｡》但し､それ故に回帰がなお強く出てくる。例えば第八章の見出
題は「いかにして蛇は姫を慰さめるために物語をしたか」であり第九章のそれ
は「いかにして蛇は姫を全然慰さめることが出来なかったか」となっている。
又､_第十章の見出題は「いかにして人々は姫の首を切ろうとしたか。又いかに
して人々は姫の首を切らなかったか」となる。もうひとつ､;第一章の見出は
「いかにしてアマジッド姫は牛にめぐり合ったか」となり終章で「いかにして
姫はその牛と結婚したか」どなっている。つまりここでは蛇の物語は無意味だ
づたし､姫の首を切ることも中止されるし､…牛はそれで、どのようなし、きざつ
があろうと、アマジッドと会い結婚する、という当然の点へ行きつくだけなの
である。しかしそれは､たくみに中間点へ移った印象を強くするように工夫し
てあることは、先に述べた通りである。
その他に二点のことを記しておきたい。
この物語で姫に付添う賢者マンプレースという人物のことである。彼は超人
的才知を持った千三百歳の博士でありながら相変らず不可知的態度をとる。
磯辮簾織三宅誠嚇繍匹繍集騨;十かしそこに見
ぼんやりとした形而上学｡これは一切の形而上学についてそうである｡ﾕ28）
このような超人達の繰り言はヴオルテールの小説ではもうおなじみとなった。
もうひとつは、この牛が白いことである。牛が登場した時の最初の描写はま
づその色である。「この牛は白かった…)」と。作者の「白」好みはここでも
表われている。
『記憶讃』…）
100 
ヴオルテール試論（加太）
地上では「記憶」について人々が、′デカルト派、ソルポンヌ派、イエズス
派、ジヤンセニスト派、ロック派等に別れて下らぬ論争をしている6(これを苦
々しく思った記憶の女神ムネモジィヌは人間共の記'億を一夜にして失なわせ
た。一切の記1億を失った人間達の混乱がつくり出す喜劇。そして何日かして人
々が懲りたので元へ戻してやる６が人間共は記憶の本質について良く判ったと
思えぬ。
この小説の中の記憶の女神はもちろんロックの代弁者である。～
おろか者共〔…〕よく憶えておきなさい。五感なくして記憶は有得ず、記憶なくして
知性の有得ないことを｡ﾕ8ﾕ）
ここに始めて「真理」の代弁者が自信を持,って発言をした｡人々が恐れ入れ
ば、これでこの小説は例外的な構造を持ったものだと言える。所が、この権威
的な言い方に対しても人々は「なにやら、さっぱり判らない｣ﾕ82)ということ
になる。なにしろ「物を考える人間、つまり多く見つもって十万人に一人の人
間｣'33)にしか享どもの「真理」はわかりそうにない､というのだから。本音
は「誰れも」わからない、というところだが。「真理」はそもそも現実の人物
の□からは語れず、仮りに神話の人物が懲罰つきで押つけをして来ても、そう
させている作者に、その確信のあるはずなく、結局は女神が何もしなかったの
と同様の水準に戻ってしまう人間がそこにうごめくだけとなる。この「偽装真
理」の託宣も、どうやら不発に終った。“
『チェスターフィールド伯の耳』…）
司祭の資格はあるが自分の教区が無く貧しいグードマン師は、何処かに空位
が出来るのを待っていた。丁度自分の庇護者のチェスターフィールド伯に指名
権のある教区に空席が出来た。草深い田舎からロンドンへ出て来て頼み込むが
耳の遠いチェスターフイールド伯は教区（Cure）と治療（Cure）とを感ちが
いして、医者を紹介してくれて、話が混乱し､'そうこうする内に、別の候補者
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がその教区に納ってしまった。又自分が結婚しようとしていたミス・フィドラ
ーまで一緒にとられてしまう。（ここまで第一章)。そして第二章から第七章ま
ではグードマン師と医師のシドラク氏とグル博士の三人の脱線に継ぐ脱線の座
談となる。終章（第八章)。さて話が終ると、チェスターフィールド伯の家令
がやって来て、「フィドラー嬢は梅毒のことで夫と喧嘩して離婚した｡ついては
彼女を、手前に譲ってほしい。その代り、司祭の位は差上げる」と言う。彼は
承知する。後にグードマン師は、教区からの充分な収入でフィドラー嬢とも密
かに通ずることが出来た。
明らかにこれは『四十エキュの男』や『雑録』と同じ構造を持った小説であ
る。第二章から第七章までの話題は、子孫の出来方、霊魂、人間の惨めさ、宗
教、梅毒、便秘等、極めて多彩という他ない。この落付かなさ。
又、主人公に対するミス・フィドラーの役割はキュネゴンドに重ねることが
出来る｡(彼女のことを何かにつけて彼は求める対象にしている)…)けれども、
グードマン師は「宿命はこの世の一切を情容赦なく支配している｣ﾕ86）という
考え方の大枠の内側にいる。それで確かに彼は不安気に、ほとんど無意味に揺
れ動いてはいても、それが大枠の中であるため、カンディドなどより幾分、一
方に安心がある。それは逆に言うと「真理」が枠の外に歴然と存在していて、
それはとても手に入らぬが枠内の「仮の真理」だと、つましいものではあるが
手にすることが出来て、その諦観が与える特殊な安定かも知れない。
わたしはこの真理というのは大したものではないのではないかと思う187）
その通りで、求められたフィドラー嬢は梅毒に罹っていた為、離婚された女で
あることが明らかになる。それでもグードマン氏は彼女のもとへこっそり通う
のである。
もう一度全体を眺めると、第一章で「逃したもの」を終章で「手に入れる」
という全体の中に知識の雑多な右往左往が組み込まれ－切は価値の下落で納り
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がつき、それはどんな決定的結論をも拒否する。
『合理的精神の歴史的讃歌』…）
う゜レゾン ラ・ヴエリテ合理精神という名の母と真実という名の娘の二人カゴヨーロッパを旅する。は
じめは迫害ざれ追われて、ひっそりと井戸の中に隠れ住む。やがて文明の曙と
共に、ローマ、ヴェネチア、ドイツ、スウェーデン、ポーランド、イギリスと
旅をしていく。明らかに遍歴讃である。
二人の巡礼ﾕ39）
二人の旅人ﾕ４０）
旅から旅へと…14ﾕ）
二人は最後にフランスへ来る。フランスでも、まだ母娘が完全に迎えられてい
る訳ではないが、それでも状況は良くはなりつつあると評価をしてここに滞在
することにする。
ここにとどまりましょう｡もしこの良き時代が続くのなら。そして、もし嵐がやって
来たら例の井戸へ帰りましょうｴ42）
仮りの住いを見つける。それはいつでも逃げ出す用意の出来ている住いであ
る。安住の地ではない。そこはこの作品の執筆時八十歳にして、まだ仮りの住
いにいたヴォルテールのフェルネ村でしかない。
『ジェニ物語』
従軍牧師で神学博士フレンドの子ジェニは無神論者の仲間バートンやクリー
ヴ・ハート夫人と放蕩の限りを尽す。彼と結婚することになっていたプリムロ
ーズ嬢は、クリーヴ・ハートの嫉妬から出た悪計にかかって毒殺される。仲間
とアメリカへ逃亡したジェニは、あとを追って来た父親にボルチモアでめぐり
会う。そこでフレンドとパートンの無神論についての対話が行なわれ、バート
ンともども放蕩息子も完全に父に屈服する。かくして梅,唆した彼らはロンドン
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へ帰るが、そこにはプリムローズ嬢が生きかえって待っていた。二人は結ばれ
る。
旅の経路は（ロンドン)、スペイン、ロンドン、アメリカ（メリーランド、
:ボルチモア)、ロンドンという順で辿れる。起点がロンドンで回帰する形式で
ある。小説は全体十二章で成り立っているが内、第二章、第三章、第八章、第
九章、第十章、第十一章は宗教や神学に関する論争である。但し第八章以下は
必ずしも脱線とは言い難い。むしろこれらは、この小説の主題である。一方、
文章の形式から言うと、第一章はラス・ナルガス夫人の「手記｣、第三章と第
八章から第十一章までは「対話｣、残りはシャーロック氏の「語り」となって
いる。多少雑多な形式が見られる。
この小説で揺れるのはもちろん主人公ジェニである。後半の宗教論争で彼は
父親（キリスト教徒であるが、かなり有神論者の色彩が濃い）の側とバートン
（リベルタン的無神論者）の側を行ったり来たりする。バートンに同意する心
の傾きをＢ、父フレンドに同意するそれをＦとすると、彼は次のように振れ
る。Ｆ（p,565)、Ｂ（ｐ566)、（p､569）ＦＢ〔迷う〕（P､572)、Ｂ(p､573)、
Ｆ（p､575）（p､583）（ｐ587）である。最終的には有神論に傾く。では決定的
な結論をこの小説は与えているのか。そうではない。まづフレンドの有神論を
見てみよう。
あなたは、わたしに神はどこに在るのかと聞くが、それについては、わたしは何も知
らないし、知るはずもない144）
〔…〕誰れもそのこと〔神の人間に対する罰〕については、何も知ることが出来ない'45）
,，..‘，.１. 
あなたがとるべき最上の道は、あなたが生きてし､る限り誠実な人間であることだ146）
不可知論的な有神論であって、宗教者として、控え目で消極的である。それで
も、相変らず無神:論者に対して、対極であることは変りないではないかという
疑問があるであろう。けれど、この小説の第二章、第三章で、そうではないこ
とが、あらかじめ示してある。特に第三章に登場するサラマンカ大学の学士ド
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ン・パパラミエンドは極めて頑固なキリスト教信者である．フレンドはこの男
との対話によってまづ、こういう偏狭な煩璃哲学風なキリスト教徒を屈服させ
ているのである｡すなわち、フレンドは狂信という左極と、無神という右極の
丁度中間に位置をしていることを少なく共、自認している人物なのである。ジ
ェニは当初、その右極へ傾き、何度か揺れて最終的に中央点で収まる。このき
ちんとした支点に支えられたヤジロベエのような揺れ方は、この小説に登場す
る三人の女性の命運にも象徴的に表われている。クリーヴ・ハートはインデア
ンに「殺され食われた｣147)。これを一方の極とするとパルーバは同じように
襲われながら「あたかも散歩から帰って来たように｣…)無事平然としていた。
これはもう一方の極であろう。その両方を持ったのがプリムローズである。彼
女は毒物を飲まされ「蒼白で、鉛色になり＞痙撃でぶるぶるふるえ、唇はひき
つれ、眼の光はともすると消え、動きは止っていた｣149）誰れもが死んだと思
った。しかし終章で、彼女は「生きている｣ﾕ５０)ことが明らかにされる。死と生
を共に持ったのである。（『カンディド』のキュネゴンドや『白と黒』のリュス
タンにも同じ生死の持ち方がある）このため、ジェニは、真理象徴の女性に対
しても大きな揺れを体験する。
ジェニは一瞬にして絶望の極から至福の極へと移ったのであった｡ﾕ5ﾕ）
私達はこの小説に旅も見る、揺れも見る。しかし何より中庸点への仮の収敦
を一番印象深く見た気がする。 ０ 
４真理幻影
カンディドの旅は漂揺として定めなく、アンドレ氏の話題は逸脱展転の感あ
って、＝そのいづれもが私達に、これらの小説に浮動の構造を与えしめた。この
二つが、ヴォルテールの小説の典型であって、残りの小説も、多かれ少なか
れ、この構造を持っていることは以上で見た通りであった。もちろん旅には流
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浪型もあれば振動型もあった。しかし、その定めなく動揺する様は同じであ
る。又、主人公達には「真理探求」の何らかの形を仮託して見ることが出来
た。求道者のように、迷いの中にさまよう人々を見た。その粁余と曲折の果に
見い出したものは何であったか。それは戸を閉める高僧であり、白い本であ
り、姿を消す天使であった。又、時には、出発点への回帰であり、夢であり、
未完の手稿という逃げも待っていた。そこから半歩ほど前へ出たところには、
中庸点で収まる消極的な「仮り」の結論「庭」が置かれていることもよくあっ
た。しかし、一点の絶対唯一の「真理」が、手ごたえを持って我身につき入っ
て来たことは一度もなかった。
ヴォルテールは「真理」をそれだけ求めている一方で、「真理」を手に入れ
ようとする幾歩か前で明らかに自ら制動をかけ、むしろそこへの突入を断固拒
否している姿勢があるのである。実は彼の揺々たる姿はこれなのである。たが
いに逆方向への運動を持った力を自分の中に共存させているのだから、振動す
るのが当然である。それは行きつもどりつする永久振動なのである。これを外
から眺めると、求める「真理」が永久に逃げていくというひとつのメカニズム
のように見えるのである。ただ、彼のは、一回切りの謡らめで終らないところ
に非常な特徴がある。天使が姿を消そうと、庭で一応納得しようと、又もう一
度、旅に出るのである。出るが「真理」を求める熱に水をさす気持が、どこか
らか湧いて来て、くるりと踵をかえす。こういう行為を生涯くりかえす流醍た
るヴォルテールは小説という船出を二十六度ｴ52)して、桁僅遍歴を重ねた。
では何故彼は「真理」へ突進しないのか。それは彼の直観が停止を命ずろか
らである。
しかし、そこに不幸にも角帽をかぶった極小動物がいて、他の哲学者の極小動物の言
葉をさえ切って、自分は、一切の秘密を知っている〔…〕と言った。〔…〕それを聞
くと、我らが二人の旅人は、ホメロスが言っている神々本来のとめどもない大笑いに
息がつまるほど、上になり下になりころげ回った。（『ミクロメガス』)ﾕ５８）
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「真理」を求めるのは真剣で誠実な行為であっても、それが手に入った、と声
高に言いたてるのは、笑うべきことなのである。ヴォルテールの直観は、人間
と「真理」の同時存在の不両立性を見抜いている。それは人間が「真理」に絶
対的に遠い存在であることと同じことでもある。半神のようなアマザンもミク
ロメガスも不死鳥も、千三百歳の超人的な賢者マンブレースも、四十年間学問
を積んできた婆羅門も、五十年間学び続けて来たゴルドンでも、知っているこ
とは、ほんの少しで、あとは、何もわからない、と異口同音に言う。想像しう
る限り才知に満ちた人間を登場させても、皆が、口をそろえて「わかりませ
ん」と言ってしまう。手をかえ品をかえ、種々の超人を投げ込んでいくが、い
づれも、顔をかがやかし、ほこらしげに「真理」を語ってくれる人物ではなか
った。『ジェニ物語』を書いた時、ヴォルテール八十一歳、『カンディド」です
ら六十五歳の時だった。当時、平均寿命が三十歳にも満たない時に、彼はほと
んど、不死の悪魔であり、確実にヨーロッパの精神界に君臨する長老だった。
その彼がわからない、といったら、ヨーロッパ中が、わからない、といっても
よく、つまり、人間は皆、わからないのだ、という単純なシェマが彼の頭の中
にあったのかも知れない。しかし、これは決して、彼の軽率な自負ではない。
ヴォルテールの推論のし方がどうであろうと、人間の能力と絶対の「真理」の
間にはあいかわらず、とてつもない落差があったのだから。そこを冷たい目で
見るだけの直観が彼にはあった。しかし、だからと言って、｣悟り切っておさま
ってもいられる人間ではない。彼は「真理」探求の熱をはげしく燃した人間で
あったことをみのがしてはならぬ。ただ反・「真理」の矛盾体も同じく内に燃
えていて、その振動を永遠に繰り出している全体をヴォルテールの構造である
と言うのが私達の、これらの作品から得た結論である。
ヴォルテールはパリが好きでなかった。しかしシレもポツダムもジュネーヴ
もフェルネですらが流寓のひとつでしかなかった。彼が八十四歳の年にパリに
死に行ったのは、誠に象徴的なことだ。流浪の民に終着点はなく、あればいつ
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も標寓する一点が、仮りにそう見えるだけで、その一番それらしいのが帰郷で
あるからである。その漂流展転とする人間に不快であるのは当然、確信を持っ
て、現実に居を定めることの出来る人である。狂信者やドグマ的言辞をはく人
である。彼はだから反狂信の立場をとるのだ。適正な宗教的態度をお説教した
のではない。彼の寛容へのいざないも、彼が観念的に引き出した思想を旗のよ
うにかかげたのでは断じてない。これは右へも左へも揺れた先を止めることの
許されない彼の全体像と言って良く、あたかもヴォルテールが息づいている体
のようなもので、私達は、寛容を含めて、その揺れ全体を彼であるという他な
い気持にさせられる。厳格で精密で焦点を一点にのみ合すことの出来るような
絶対的態度は、ヴォルテールに最も欠けるもので、これを欠点ととる人はその
ことをもって、ヴォルテールの目には人間欠格者であって、体質のちがいとで
も言わざるを得ない対立がここにはあるﾕ54)。ヴォルテールは消極的に、実に
消極的にだが、不可知論者らしく見える態度をつくり上げた。求める「真理」
は結局幻影であるべきだという特殊な諦念の、実に熱あるくりかえしを何度も
体験することで154)、八十四年の生涯に何の主義もとらず、つくらず書きつづ
け、その作品は十八世紀人の憂愁を極めて良く語っている「徒為」でもあった。
（第一部．完）
注記
１）VoLTAIRE,Ｒｂ”"ＳｃｵＣＯ"/０s,ｅｄＲＧｒｏｏｓ,Paris,Gallimard,Biblioth6que 
二delaP16iade,1967.ｐ､194．
（以下、書名なしでページ数だけ示してある注記はすべてこの版による｡）＿
２）ｐ152. 
k’、
３）Ｐ､１５４． 
４）Ｐ,１５６． 
５）再会は第七章。別離は第十三章。ちなみにこの小説全体は三十章。
６）Ｐ､２３３． 
７）ｐ､２３３． 
８）Ｐ､２１４． 
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ヴオルテール試論（ｶﾛ大）
９）Ｐ215～ 
１０）ｐ､202．…￣ 
１１）ｐ２１９． 
１２）Ｐ､２１９． 
１３）ｐ220. 
14）Ｐ､220．その他Ｐ､２２１，にかけて三箇処ある.
１５）ｐｐ､235-236. 
16）ｐ237. 
17）「話題」を的確にぬき出すことはむつかしい。私i室はあえて、「ある意味」を表
明していると思われるものを－単位としてそれを数えてみた。それは一語である
場合もあれば数語、－文章、－節あるいは－ページにも及ぶものもある。又ひと
つの断片が二つ以上の「意味」を持っていることもある。それら一切を考慮した
上で総計532の「意味」を抽出した。この内二度以上話題になったものは本文の
通り28あって、それがカヴァーしている断片数は381である．(拙論汽興L1Homme
auxquarante6CUs9（修士論文）で詳述した方法をそのまま使用した）
18）Ｐ､364.＋い…
19）Ｐ､320. 
20）ｐ320. 
21）Ｐ､356. 
22）Ｐ､365. 
23)ｳﾞｵﾙﾃｰﾙの作品の執筆年代を決定するのほ極めてむつかしいjここで注記し`．｡_） 
た年代もほとんど仮のものでしかない。それがこの論の目的でなし､以上さ｛まど深
′<考証したものでなし､ごとを断っておく。蔵し｛ごしくち挙げなかったが､主とし
て以下のものを参照した。
Ｏ助ひγｅｓｃｏ，"PﾙﾉｅｓｄｂＶｂ"αか0,6..Ｌ・Moland,Garnier,1877～1885
CbrreSPo"dtz"０Ｇs,６．.ThBerterman,Ｌ'Institut，1953-1966 
Ｒｂ腕α"ｓｅ/α"2Ｇs，６．．Ｒ・Groos，Gallimard，１９６７
Ｒｂ"０６７"ｓｅノα"ｵ８s，６．．Ｒ・Pomeau，Garnier-F1ammarion，1966.
町"、"ｓｅノＣｂ"ﾉes，６．．Ｈ・B6nac，GarnierFr6res、１９５３
Ｊ.Ｖ､nHEuvEL，ＶＭ＠〃ｅｄｔｚ"ｓｓｅｓｃｏ"たs・ACo1in、1967.
Ｖb"αjγe,Ｂｉ6肋‘助""ｄｂｓｅｓｏｅｚＪ”e8,6..Ｇ.Bengesco,Perrin,1882-1890.
24）`Sb"邸dDHtz/o"・執筆年代1737年～38年
25）ＭＣ”伽gZZ3執筆年代1739年、但し、周知のごとく、今ひとつ1750年前後説が
ある。ここでは詳述出来ないが種々の理由により、前者を採ったｄか
参考！～～．，ｆ):*｢鳩し(イッ
BARBER,Ｗ､Ｈ,“Vo1taire'SMCγO加dgzzs"JDC"c〃α"伽８，jan､1957jpp62－１３．
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HEuvEL,』.Ｖ､Ｄ・Ｖｂ"αかｅｄｂ"ｓｓｅｓｃｏ"ルs，Ａ・Co1in，1967,ｐｐ､68-78．
WADE，１．０，Ｖb"α〃e，ｓＭｃｒｏ伽gzzsjPrincetonUniversityPress，1950.
26）Ｐ､106. 
27）Ｐ､108. 
28）Ｐ､108. 
29）Ｐ､108. 
30）Ｐ､109. 
31）ｐ123. 
32）Ｐ､113. 
33）〃Ｍ,"ぬＣＯ伽ｗｅ〃"α・執筆年代1739年末～41年頃
34）Ｐ､75. 
35）Ｐ､87. 
36）Ｐ88. 
37）1740年頃の執筆部分は
ＯＥｂ`"ｒｅｓｄ‘〃.。‘ＶＭα舵,Dresde，1748．ｐｐ､85-108．
追力螂分は
ＯＥｂ`ＤｒｅｓｄｂＶＭａか０，Gen6ve，1756．ＴｏｍｅＶ，ｐ､174．
この両者の比較による。
38）ＺＭｇ執筆年代1747年の前半ぐらい。尚、この小説には1748年９月10日発刊の
異版（三章追加）と1756年の第六章が二つに別れた異版と、ケール版でさらに二
章加わった異版がある。禾健は1756年版までは採用したが、ケール版追加の二章
については、その挿入位置に問題があるのでこれを参考にする程度にとどめ、論
述の対象からはづした。
39）Ｐ､30. 
40）ｐ30. 
41）ｐ40. 
42）Ｐ､42. 
43）Ｐ､43. 
44）ｐ､46. 
45）ｐ58. 
46）ｐ63. 
47）Cbsj-Sbz"c/α・執筆年代1747年末。但し初版は死後である。尚、ウーヴェルのよ
うに、この作品と次の「片目の人足」が、どこまでヴォルテールの筆になるもの
か、疑問視するむきもある。（V､DHEuvEL,ｏｐ・Cit.ｐ､141)、私達も同じ考えに
ある。特に「コジ・サンクタ」の方。理由は本文で少しふれておく。
110 
ヴオルテール試論（加太）
４８）血OPoc〃e伽γ６０γ970Ｇ．執筆年代1747年末･初版は1774年．但しこれはヴオル
テールの関知せぬもの。（JournaldesDames3月号)、もうひとつ版があって
これはケール版。いづれにしても、ヴォルテールの真跡を認める証j処はない。
４９）肌加"o"・執筆年代1748年12月頃から49年１月まで｡
５０）Ｐ93. 
51）血がγｃｃ〃〃〃γ０．１７５０年頃
５２）ｐ509. 
53）ＨＳ/o舵伽ＤｑｙａｇＦＭｂＳとczr沈獅α血執筆年代、1752年末から1753年３月の
間。
54）Ｐ､97. 
55）ｐ100. 
56）ｐ104. 
57）「スカルマンターＭには真の悲劇性がない。私達はカンデイドの運命からの脱
出のし方にオイディプス王の自らの目をくりぬくことで人間が運命から自立する
のと同じ精神の雄々さを見る。この意味でも「スカルマンタード』はほとんど
「カンディド』の形式的な原型としか言えない。
58）ｐ､104. 
59）ＬｅｓＤｅｚ`〃CO"so雄．執筆年代1755年頃
60）Ｑｚ"cjHZね執筆年代1758年７月末から1759年２月上（中？）旬。この作品の分
析についてはすでに述べた。
61）His/0舵α"〃６０〃atz加伽執筆年代1759年９月頃
62）ｐ124. 
63）ｐ124. 
64）Ｐ､125. 
65）ｐ126. 
66）ＬｅＢﾉtz"Ｃｅノル〃oか、執筆年代1764年１月頃
67）ｐ､128. 
68）Ｐ､129. 
69）Ｐ､132. 
70）ＰP､127-137. 
71）Ｐ､136. 
72）Ｐ,137. 
73）Ｐ,137. 
74）Ｐ､139. 
75）んα""o/ｅノＣｂ胸．1764年１月頃
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７６）p､144Ｊ 
７７）〃ﾉｰPbliﾉｱγj、執筆年代1765年頃片
７８）Ｐ､４４０．Ⅷ川
７９）Ｐ､４４７．～、
８０）〃メガed2g7Pess""、執筆年代1766年３月
81)Ａ,e"〃`Ｍ`""e・執筆年代1766年､おそらく'『小閑話休電｣の直後。
８２）ｐ､５１５． 
qハロ｡■‐８３）Ｌｊ恥91′"Z`・執筆年代｡1767年６)Ei乃至７月頃田
８４）ＰP､244-245. 
85）Ｐ､２３９． 
８６）Ｐ､２５０． 
７８）ｐ２５５． 
８８）ｐ､259$…‐… 
８９）Ｐ､264.コい－…
９０）ｐ､265.） 
９１）Ｐ､２６９． 
９２）Ｐ､２７２． 
９３）ｐ２７９． 
９４）Ｌ，Ｈﾌ加加ｅα"jrqZ`6Ｚｒα"/“c"３５執筆年代’1767年末から1768年１月頃
この作品については既にのぺた。
９５）Ｌα月伽essedBBZzhy/b"e、執筆年代1768年１月～２月頃０
９６）ｐ３７６． 
９７）ｐ３８４． 
９８）ｐ３９５． 
９９）ｐ､387. 
100）ｐ､405. 
101）ｐ400. 
102）Ｐ､420. 
103）ｐ､420. 
104）ｐ420. 
105）Ｐ､385. 
106）Ｐ､392. 
107）ｐ､421. 
108）Ｐ420. 
109）Ｐ､３８２．、い．…、、
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110）Ｌｅｓ血がγｅｓｃＭ腕α6ｃｄ執筆年代1769年前半
111）ｐ457. 
112）Ｐ､450. 
113）ｐ497. 
114）ｐ､478. 
115）ｐ485. 
116）ｐ486. 
117）Ｐ､４９３．つ
118）Ｐ,496. 
119）ｐ497. 
120）Ｐ､493． 
ａも121）Ｐ､489.’ 
122）Ｐ､498. 
123）血乃"γα"ｅりんr"c・￣執筆年代1772年
124）p642j 
l25）ｐ642.但し「たとえ…」以下は初版による。
126）ｐ643. 
127）ｐ630．… 
128）ｐ,630. 
129）Ｐ､611. 
130）Ａひe"〃ｅ”〃Ｍｸ”o舵．執筆年代1773年の始め頃
131）Ｐ､504. 
132）Ｐ､504. 
133）Ｐ､501. 
134）ＬｅｓＯＭ比ｓ伽ＣＯ〃ｅ”Ｃ〃Csﾙﾌﾞﾙは執筆年代1774年頃
135）Ｐ､603. 
136）Ｐ､589. 
137）Ｐ､５９５． 
戸
138）Ｅわ邸脇/oγ軸Ｇｄ‘ﾉﾋzRmSo"・執筆年代1774年頃
139）ｐ､５１９，ｐ､520. 
140）ｐ､520. 
141）Ｐ､519. 
142）Ｐ､524. 
143）HiS2o舵”ん""ｊ，執筆年代1775年前半
144）Ｐ､５６６． 
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145）Ｐ､582. 
146）Ｐ､583. 
147）ｐ555. 
148）ｐ557. 
149）Ｐ､550. 
150）Ｐ､588. 
151）ｐ588. 
152）但し、『コジ・サンクタ」にはどうしても構造を見ることが出来なかった。
153）Ｐ､122. 
154）例えばルソーの「透明希求」のそれとの。
155）彼の小説の大方が「オリエントもの」であったことからも、このことは納得出来
る。はるかな国のはるかな時代に、あたかも屡気楼を追うごとく、作者と共に私
達は「真劉追求の旅にさまよった。物語は夢の中のさまよいであっても、覚れ
ば現実がしらけて待っている。その落差は大きく、結局、真理は幻影だと思わせ
るくらいの疲労を私達に与える。しかし、彼の方は、何度も、又旅に出る｡
○参考文献は、この論の完結時にまとめて掲げたい。
1977年８月
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